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It is difficult to grasp the outline of community type content such as Blog, SNS and message board, because
multiple users write the part of the content freely. In this paper, we propose the system which compares a thread
of community type content with a content of wikipedia. We focus on the table of content of a wilipedia. The
system compares the comment of the thread with a content which is divided a table of content of a wikipedia, and
represent the similar table of content of wikipedia. Then, user can grasp the outline of community type content
when he/she brows the similar table of content of a wikipedia.

1. はじめに

現在 Blogや SNS等コミュニティを中心としたコンテンツ
がインターネット上には多数存在する．我々はこのようなコ
ミュニティにより作成されたコンテンツをコミュニティ型コン
テンツと呼ぶ．コミュニティ型コンテンツは複数の人々が自由
に記述することにより生成されたコンテンツであるため，一つ
のテーマで書かれた発言の集合であるスレッド（例えば mixi

ではトピックを指す）の概要を一目で把握するのは困難であ
る．また，コミュニティに依存してコンテンツが作成されてい
るため，偏った発言である場合が多い．コミュニティの参加者
にとって，自分達のコミュニティがあるテーマに対してどの部
分について議論されているのか自分達の立ち位置を見たいと
か，また投稿する際に過去の発言はどのような発言があったの
か一目で見たいという欲求を満足する事ができないのが実情
である．一方，Wikipediaは複数の人々の記述により生成され
たコンテンツではあるが，中立的な観点がWikipediaの基本
的な方針の一つ∗1であり，その点がコミュニティ依存のコミュ
ニティ型コンテンツとは大きく異なる．そこで我々は，あるコ
ミュニティの一つのスレッドと，そのスレッドが対象としてい
るテーマのWikipediaの記事とを比較することにより，その
スレッドの概要がわかるのではないかと考え，Wikipedia を
用いたコミュニティ型コンテンツの概要抽出手法を提案する．
具体的には，Wikipedia の記事の目次 (TOC) 構造に注目し，
その目次構造を構成するセクションとコミュニティ型コンテン
ツのあるスレッドの各の発言とを比較し，類似しているセク
ションを示す目次タイトル（索引語）を提示することにより，
そのコミュニティ型コンテンツの概要の一覧とする．この時，
対象となるコミュニティ型コンテンツのスレッドのテーマと
Wikipediaの記事が一対一の対応に成っているとは限らなく，
つまりはテーマに対してコンテンツの粒度が異なる場合ある．
そこで，対象となるWikipediaの記事の周辺の記事も対象と
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∗1 http://ja.wikipedia.org/wiki/中立的な観点

して比較することを考える．以下の手順にてコミュニティ型コ
ンテンツの概要抽出を行う．ここで本論文では，コミュニティ
型コンテンツにおいて，各ユーザが記述した最小単位のコンテ
ンツを発言と呼び，一つのテーマで書かれた発言の集合をス
レッドと呼び，あるテーマで統一されたスレッドの固まりをそ
のテーマのコミュニティと呼ぶ．また，Wikipediaの目次の最
小単位が指し示すセクションのコンテンツをWikipediaの最
小コンテンツと呼ぶ．

1. ユーザが入力したキーワードから，Wikipediaの記事及
びコミュニティ型コンテンツのスレッドを提示する．対
象となるコミュニティ型コンテンツのスレッドが複数存
在する場合，ユーザにより一つのスレッドが選択される．

2. 対象スレッドからキーワードを抽出する．

3. キーワードを用いてスレッドを構成する各発言と
Wikipediaの最小コンテンツを比較する．

4. Wikipediaの記事を解析し，その周辺のページを取得する．

5. Wikipediaの周辺記事を対象として (3)の比較を行う．

6. (5) の類似度が閾値以上の場合，その周辺のページもス
レッドの概要を示す対象コンテンツとする．

7. (3)と (6)の結果，目次を色づけをして提示する．

以下，2章では関連研究を，3章ではコミュニティ型コンテ
ンツのスレッドとWikipedia の記事との比較方法を，4 章で
はプロトタイプシステムについて，そして 5 章では実験につ
いてのべ，6章でまとめについて述べる．

2. 関連研究

Wikipedia に 関 連 す る 研 究 は 多 数 あ る が 中 山
[中山 08], Suchanek[Suchanek 07], Wu[Wu 08],

Gabrilovich[Gabrilovich 07]らに代表されるようにWikipedia

から知識を抽出し利用する研究が数多い．これらの研究は
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Wikipedia のカテゴリ構造やリンク構造を用いて知識を抽出
しているのに対し，本論文ではWikipediaの記事の目次構造
を用いて同じテーマを持つコミュニティ型コンテンツのスレッ
ド概要一覧を抽出し提示している点が異なる．また，川場ら
[川場 08]はあるトピックに有用なブログサイトを検索する応
用例として Wikipedia を用い，Wikipedi の記事に対応した
トピックのブログサイトを検索している．堀ら [堀 08]はユー
ザのクエリからその意図に沿った拡張クエリを作成する際に
Wikipedia を用いるシステムを提案している．これらの研究
はクエリの拡張に対してWikipediaを用いているが，本論文
ではユーザの示したスレッドからキーワードを抽出し，そし
てWikipediaを用いてスレッドの一覧を示す点が異なる．

3. Wikipediaとコミュニティ型コンテンツ
との比較

3.1 キーワードの抽出
Wikipediaの最小単位のコンテンツとコミュニティ型コンテ

ンツの発言は両方ともコンテンツの分量が少ない場合が多い．
このようにコンテンツの分量が少ない場合，文書全体の単語を
対象として比較しその類似度を求めると適合率が悪いことが以
前の我々の研究で判明している [灘本 08]．
これまで我々は ComparativeWeb[灘本 03]において小山ら

[小山 02]の提案する TopicStructureの改良版を使用して，複
数の Web ページを比較してきた．本研究では，この Topic-

Structureをコミュニティ型コンテンツに対応し，それを比較
を行うためのキーワードとする．スレッド P における Topic

StructureTs(P ) は主題語の集合 Subp と内容語の集合 Conp

の 2 つの組からなる．すなわち，Ts(P ) は以下のとおりであ
る．

Ts(P ) = (Subp, Conp)

Subp = {s1, .., sm}
Conp = {c1, .., cn}

主題語
主題語はコミュニティ型コンテンツのスレッドのタイトルを構
成する単語である．名詞のみを対象とする．ここで，コミュニ
ティ名に含まれる単語はそのスレッドの特徴を示している単語
ではないと考えストップワードとする．
内容語
指定したスレッド内全体 SDn を対象とし，ある単語 Cmn の
重み CWmn がある閾値 α 以上の単語を内容語とする．単語
は名詞のみを対象とする．ここで CWmn は TF・IDF法を用
いる．

3.2 コンテンツの比較
図 1に示すように，TopicStructureを用いてコミュニティ

型コンテンツの発言毎にWikipediaの目次を構造する最小コ
ンテンツと比較し類似コンテンツを抽出する．TopicStructure

を構成する単語 i の文書 Dj における重み Wij は以下の式で
示すように TF・IDF法を用いる．ここで Dj はコミュニティ
型コンテンツの一つの発言またはWikipediaの最小コンテン
ツとする．

Wij = tfij × idfj (1)

idfj = log
N

dfj
(2)

上記 TopicStructureの各単語の重みを求めた後，コサイン
相関値を用いて類似度計算を行う．類似度がある閾値 β 以上
のWikipediaの最小コンテンツをその発言の内容が含まれて

図 1: 比較イメージ図

いるコンテンツであるとみなし，その最小コンテンツを指す目
次の索引語をスレッドの概要を示す単語とする．この時，一つ
の最小コンテンツがある発言に対し，TopicStructureの主題
語，内容語両方とも類似している場合，主題語のみ類似してい
る場合，内容語のみ類似している場合がある．主題語，内容語
両方とも類似している場合は最もその発言の特徴を示している
と考え，これら 3 つのパターンを色分けして表示することに
より，概要を一目でより把握しやすいようにする．

3.3 Wikipediaの周辺記事の取得
コミュニティ型コンテンツのスレッドとWikipediaの記事

とを比較する時，対象となるコミュニティのテーマについて各
のコンテンツの粒度が異なる場合がある．そこで，我々はコ
ミュニティのテーマと同じWikipediaの記事の周辺の記事も
比較対象とすることにより粒度の問題を解決することを考え
る．ここで周辺記事とは，ある記事の上位概念を示している記
事と関連を示している記事及び下位概念を示している記事とす
る．本論文では，周辺記事を取得する手法の最初のアプローチ
として上位概念及び関連記事の取得方法について述べる．
上位概念
単語 Xの上位単語の発見手法について述べる．その手法は下
記の仮定に基づいている．

1. 単語Xが，「Xは～である．」もしくは，「Xとは～である．」
という文章に存在する場合，「である．」の直前の単語は X

の上位単語 Zである．

2. Wikipediaに記載されている記事は世間一般的な単語を
網羅している．またそれらの記事間には概念の上下関係
が存在する．

3. リンクタグ（< a > ～ < /a >）に囲まれる文字列は 1

つの単語もしくは，複合語としての意味を持つ．

4. Wikipedia内で，ある単語 X に関して説明文の始めの 1

文は（１）の形式をとる可能性が高い．

1つめの仮定について，単語 Xと Zとは is-a関係にあること
は中山ら [中山 08]の研究よって証明されている．この場合，”
単語 Xは Zである”と言い換えることができる．2つ目の仮
定は，Wikipedia が従来の研究において単語間の概念構造を
構築する手法に数多く利用されている．また数々の研究により
それらの有用性が示めされている．3つ目の仮定では，リンク
タグのそのアドレス先には必ず情報が存在することが容易に
わかる．4つ目の仮定においても，同じように仮定（１）の文
脈が存在することが最も多い．我々は上記の仮説に基づいて，
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図 2: プロトタイプシステム初期画面図

上位概念の記事の抽出に以下の提案を行う．まず，単語 Xを
Wikipediaにクエリとして渡す．大多数のWikipediaの記事
は，単語 Xの記事の冒頭部の 1文は「Xは～．」という文が存
在する．我々はこのWikipedaの構造に注目し，この冒頭の 1

文を取り出す．そして，この文の文末に最も近いリンクタグで
囲まれた文字列は，単語 Xの上位単語である場合が多いため，
そのリンク先のページが上位概念を示す記事であるとする．
関連記事
Wikipediaの記事には関連項目がある場合が多い．そこで，こ
の関連項目に掲載されているアンカーのリンク先を関連記事と
する．

4. プロトタイプシステム

提案手法を用いてプロトタイプシステムを C#にて開発し
た．プロトタイプシステムのフローを以下に示す．図 2にプロ
トタイプシステムの初期画面を，また図 3に解析結果を示す．

1. ユーザは比較したいコミュニティのテーマをキーワード
として入力する．

2. ユーザの入力したキーワードからそのキーワードのコミュ
ニティのサイトのリストとWikipediaのページを検索し，
コミュニティのリストを右画面に，Wikipediaを左画面
に表示する（図 2参照）．

3. ユーザは (2)で表示されたコミュニティのリストから概要
一覧を見たいコミュニティの一つのスレッドを選択する．

4. 　システムはユーザの指定したスレッドからキーワード
を抽出する．

5. システムは抽出したキーワードを用いてユーザが指定
したコミュニティ型コンテンツのスレッドの各発言と
Wikipediaの目次毎の最小コンテンツとを比較する．

6. 　Wikipediaの目次の階層構造を利用して，キーワード
の主題語と内容語両方が類似している目次を赤で，主題
語のみ類似している目次をオレンジで，内容語のみ類似
している目次をピンクで，主題語内容語ともに類似して
いない目次を黒字で表示する．（図 3参照）

図 3: プロトタイプシステム解析結果図

5. 実験

種々のコミュニティのテーマを用いて提案手法の有用性を計
り，提案手法の問題点を抽出する実験を行った．ここではキー
ワードの有用性及び目次構造を利用する事の有用性を検討する
ために，比較対象のWikipediaの記事は，スレッドのテーマ
の記事 1ページのみとし，上位概念，同位概念を示すページの
比較は対象外とした．さらに，キーワードに TopicStructure

を用いて類似度計算をした場合と，キーワードを特に用いず，
対象のコンテンツの名詞すべてを対象として類似度計算をした
場合との比較実験も行った．実験に用いたコミュニティのテー
マは以下の方針で選んだ．

• 固有名詞のうち，組織名と個人名との比較
固有名詞をコミュニティ型コンテンツのテーマとしてい
る場合，その固有名詞は有名な組織や個人である場合が
ほとんどであり，Wikipediaに掲載されている可能性が
高い．そこで，話題が広義な会社や団体等の組織名とそ
れと比較して話題が狭義な個人名とを比較する．組織名
と個人名とで個人名の方が狭義の話題になり，Wikipedia

を用いることが有効であると予測する．

• 上位クラス，下位クラスの比較
テーマの構造が上位クラスの場合とその下位クラスの場
合とを比較する．つまりは提案手法はWikipediaを用い
ているため，よりインスタンスに近いテーマの方が有効
であると予測するが，その比較実験を行う．例えば，JAL

がテーマの場合，JALをテーマとしているコミュニティ
とその下位クラスであると考えられる JALのサービスの
一部であるマイレージ（JALマイレージバンク）をテー
マとしているコミュニティにおいて，どちらがWikipedia

を用いることにより有用なのかを比較する．

表１に一部の結果の適合率を示す．ここで求めた適合率は以
下の通りである．

適合率 =
類似度が閾値以上の目次項目の内正解の項目数

類似度が閾値以上の目次項目数
× 100

(3)
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表 1: 評価実験に用いたテーマとその結果
対象テーマ
の説明

対象とする
テ ー マ 名
（クエリ）

TopicStructure

使用適合率
(%)

　 Topic-

Structure

不使用適合
率 (%)　

組織名と個人名
組織名 JAL 42 36

組織名 阪 神 タ イ
ガース

43 28

個人名　 相武紗季 53 42

個人名 金本知憲 61 61

上位クラスと下位クラス
上位クラス JAL 55 36

下位クラス JAL マイ
レージバン
ク

83 81

上位クラス ドコモ 53 38

下位クラス ドコモダケ 63 61

5.1 考察
キーワードにTopicStructureを使用した場合と使用しなかっ

た場合とは，すべてのデータにおいて，TopicStrucutre を使
用した場合の方が適合率がよくなり，TopicStructure の有用
性を示す事ができた．また，各データに関しての考察は以下の
通りである．

• 固有名詞のうち，組織名と個人名との比較
組織名と個人名とで個人名の方が狭義の話題になり，
Wikipediaを用いることが有効であると予測したが，予
測通りの結果となった．組織名のように広義の話題に対
してより適合率を上げるための手法の検討が今後の課題
となった．

• キーワードの上位クラス，下位クラスの比較
ここでは，上位クラスは話題が広義であるため，下位ク
ラスの方がより有効であると予測したが，予測した通り
の結果となった．結果より，上位クラスをテーマとする
コミュニティに対してもその下位クラスの項目の目次も
有効であるということがわかり，下位クラスをどの範囲
と決定するかが今後の課題となった．

6. まとめ

本論文ではWikipediaの目次を利用し，コミュニティ型コ
ンテンツの一つのスレッドの概要の一覧を提示する手法を提
案した．具体的には，コミュニティ型コンテンツのあるスレッ
ドから主題語と内容語から成る構造化されたキーワードであ
る TopicStructure を抽出し，その TopicStructure を用いて
コミュニティ型コンテンツの発言とWikipediaの目次構造か
らなる最小コンテンツとを比較し，類似した目次項目を抽出
し，その類似した目次項目をわかりやすく提示するシステムの
提案を行った．さらにWikipediaの記事の周辺情報として上
位概念，関連記事のページを抽出し，そのページの比較対象と
して，類似した目次項目を抽出し提示することを行った．
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